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平成 29年 10月 31日 

報道関係各位 

～open book, open your heat!～ 

「うちどく フェスティバル」を初開催します。 

■(見出し 1)※見出しを入れてください。 

詳細説明文エリア 

 

 

 

 

■「うちどく」とは 

「うちどく（家読）」は、本を橋渡しにして、家族がコミュニケーションを深めよう

とする試みです。一冊の本を介して思い出話に発展したり、お父さんの読み聞かせが

始まったりと家族の会話が弾みます。 

また、フェスティバル期間中は中央図書館にて、お気に入りの本を紹介する「おす

すめカード」を配布・募集します。期間中にそのカードの交換コーナーを設け、交換

したカードをコレクションできる「うちどく手帳」も配布します。 

 

■「お父さん向けの講演会」と「親子でたのしむ落語」の２つを企画 

１つは、「お父さんと一緒におはなし会」と称し、香川県坂出市立大橋記念図書館長の小川俊
とし

緒
お

氏を

お招きして、子どもに読み聞かせをする男性＝「読みメン」への道、そしてその極意をお教えします。

定員は 70人で現在受付中です。 

２つ目は、「親子でたのしむ落語」で三遊亭
さんゆうてい

粋歌
すいか

氏をお招きして、大人の方も楽しめる落語の講演会

を行います（申込み不要）。 

 

■イベントも盛りだくさん 

テーマである「家族」に合った本を紹介し合い、一番読みたくなった本に投票してチャンプ本を決め

る、「ビブリオバトル」や、夕方から中央図書館裏手の文化の森の中にテントを張り、その中でおはな

し会をする「夜のテントでおはなし会」、中央図書館に隠されたクイズに答えながらゴールを目指す「図

書館からの挑戦状」などさまざま事業を開催します。 

 

【問合せ】図書館 図書館係 ☎042-553-3111 

福生市立図書館では、11 月 3 日（祝）から 26 日（日）まで読書を通して家庭でのコミ

ュニケーションを深めるための新規事業「うちどくフェスティバル」を開催します。開催

期間中は中央図書館を中心に、講演会や「うちどく」に関連した本の展示、さらに、家族

や身近な人がお気に入りの本を紹介する「おすすめカード」をコレクションできる「うち

どく手帳」の配付などさまざまな事業を展開します。 

【うちどく手帳】 
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